
　東洋紡は収縮フィルム市場においてPETフィルム専業メーカーです。以前から競争力を高めるため
に性能はもとより環境配慮においても、より尖った製品開発を進めていく方針を掲げています。また、
フィルムの強度を維持しながら薄肉化するという他社がまねできない生産技術を有しています。2012
年に主流の40μmを大幅に減らした世界最薄20μmの熱収縮PETフィルム「スペースクリーン®」の  
開発に成功、上市しました。プラスチックの減容化という環境価値だけでなく、生産性でもメリットのある
製品となっており、飲料メーカーを中心に多くのお客さまにご使用いただいています。
　さらにお客さまからの強い要望に応え、この20μmフィルムの原料として、PETボトル由来のリサイクル
原料の使用を開始します。従来、リサイクル原料を使用したグレードはありましたが、今後さらに拡充 
させ、お客さまそれぞれのサステナブルパッケージの目標達成に貢献していきます。
　また、バージン原料の使用量削減は、プラスチックの減容化と共に世界的な喫緊の課題であるた
め、今後は海外のお客さまにもリサイクル原料を
使用した製品を積極的に提案していきます。さら
に、PETラベルはポリ塩化ビニル製やポリスチレ
ン製ラベルと比べてリサイクルしやすい素材のた
め、海外市場でブランドオーナーやコンバーター、
再資源化事業者の協力を得ながら、シュリンク
フィルムを使用した容器をリサイクルするための
資源循環の輪を構築することを目指しています。

　ポリエチレンナフタレート（PEN）フィルム「テオネックス®」は、世界でデファクトスタンダードと位置
付けられている素材で、高耐久・高耐熱性を特長とし、近年は車載用途で幅広く採用されています。
その中で次世代技術として期待の高い燃料電池の技術革新に素材で貢献していく観点から、当社は
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に独自の接着剤を塗工して、精密加工を施したシール材を開発しました。このシール材は高温など 
過酷な環境下においても高い耐久性を実現し、燃料電池の長期信頼性の確保に貢献することが評価
され、燃料電池自動車「MIRAI」に採用されました。従来工法である加硫接着から「テオネックス®」を  
用いたシール材による熱可塑接着へ変更することにより、サイクルタイムが十数分から数秒へ大幅に
改善されました。このことが評価され、本製品は2020年度「トヨタグループ技術開発プロジェクト賞」を
受賞しました。
　燃料電池自動車は走行中、水しか排出しない究極のエコカーです。今後は乗用車以外にも大型 
バス、トラックなどモビリティ全体に普及していくと見込まれています。当社の「テオネックス®」は 
接着のほかに、発電面の保護、絶縁、ガス導出入形状の維持など、さまざまな機能を提供し、 
燃料電池の技術革新に貢献します。また水電解水素発生装置での活用も期待され、現在世界中の 
水素関連市場において「テオネックス®」
の使用、評価が進んでいます。「テオネッ
クス®」は、将来の水素社会を支える重要
な部材となるポテンシャルを持っており、
次世代エネルギー普及とカーボンニュー
トラル社会の実現に欠かすことのでき
ない素材です。
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